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義
肢
で
ハ
イ
チ
支
援

‐災被|奨者の社会復揚を

　ハイチ人抽需てjヽp足を失った被災者の社会復帰を支援

しようと、椙牛.I11‘占池本町の隋肢装'!士、八尾直毅さん

(29)が28日、現収へ向けてへ七するい･２年間で300人の

義肢製作を目標にドごおり、ﾑほ支術晟瘤戌して、震災

復興の手助けをしたい」と話している。　（茂山一史）

隣国にセンター開設
　
八
尾
さ
ん
は
、
２
０
０
８
年
３
月

か
ら
２
年
間
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
青
年
海
外
協
力
隊
の
義
肢

装
具
士
と
し
て
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で

活
動
し
て
い
た
。
ド
ミ
ニ
カ
は
カ
リ

ブ
海
の
イ
ス
八
二
ョ
上
フ
陥
東
部
。

ハ
イ
チ
は
同
じ
島
の
西
部
で
隣
国

だ
。

　
任
期
の
終
わ
り
が
近
づ
い
た
今
年

１
月
1
2
日
午
後
５
時
（
日
本
時
間
1
3

日
午
前
７
時
）
前
、
ハ
イ
チ
大
地
震

が
起
き
た
。
八
尾
さ
ん
は
義
肢
装
具

に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
ハ
イ
チ
で
活

躍
す
る
米
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
訪
ね
て
ミ

ネ
ソ
タ
州
に
旅
行
中
だ
っ
た
。
地
震

に
は
遭
遇
し
な
か
っ
た
が
、
米
国
滞

在
中
に
生
々
し
い
惨
状
を
連
日
の
テ

レ
ビ
報
道
で
見
た
。
一
緒
に
見
た

米
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
被
災

し
た
現
地
活
動
拠
点
や
仲
間
の
様

ＡＭＤＡハイチ義肢支援センター所長に
なった八尾直毅さん＝相生市旭１丁目

相生･八尾さんＡＭＤＡ現地所長に
子
に
シ
リ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
と
い

う
。

　
ド
ミ
ニ
カ
に
戻
っ
た
２
月
初
め
、

大
地
震
後
の
ハ
イ
チ
で
医
療
支
援
を

し
て
い
た
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ
Ｍ

沿
（
岡
山
恵
が
八
尾
さ
ん
の
活

動
を
知
り
、
協
力
を
郷
請
し
て
き

た
。
ハ
イ
チ
の
首
相
は
「
地
震
で
４

千
人
が
手
足
を
失
っ
た
」
と
発
表
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
も
義
肢
支
援
活
動
を
検

討
し
て
い
た
。

　
３
月
に
帰
国
し
た
八
尾
さ
ん
は
、

さ
っ
そ
く
支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

組
み
、
国
内
の
義
肢
製
作
所
1
0
カ
所

を
回
っ
て
中
古
部
品
の
提
供
を
依
頼

し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ハ
イ
チ
義
肢
支
援
セ
ン

タ
土
町
長
と
し
て
、
ハ
イ
チ
国
境
に

近
い
ド
ミ
ニ
カ
・
コ
メ
ン
タ
ド
ー
ル

市
で
病
院
の
倉
庫
を
改
修
し
、
５
月

に
セ
ン
タ
ー
ー
を
間
く
こ
と
に
し
て
い

る
。
期
間
は
２
年
間
。
ハ
イ
チ
人
２

０
０
人
、
ド
ミ
ニ
カ
人
１
０
０
人
に

義
肢
を
提
供
す
る
計
画
と
い
う
。

　
デ
ザ
イ
ン
や
彫
刻
が
好
き
で
二
晶

校
時
代
は
芸
大
を
目
指
し
た
が
、
思

い
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
一
念
発
起
し
て
義
肢
装
具
士
の

道
を
選
ん
だ
の
に
は
、
整
形
外
科
看

護
師
を
し
て
い
た
母
親
の
勧
め
が
あ

っ
た
。
「
自
分
が
満
足
す
る
芸
術
よ

り
、
人
を
助
け
て
喜
ば
れ
る
仕
事
」

が
今
は
気
に
入
っ
て
い
る
。
「
セ
ン

タ
ー
で
義
肢
装
兵
士
は
僕
ひ
と
り
な

の
で
不
安
は
あ
る
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か

ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
、
場
所
と
タ
イ
ミ
ン

グ
が
偶
然
の
よ
う
に
重
な
っ
て
、
今

こ
こ
へ
来
た
。
運
命
の
よ
う
で
す
」

と
気
を
引
き
締
め
て
い
る
。

　
寄
付
な
ど
の
支
援
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

本
部
（
０
８
６
一
２
８
４
一
７
７
９
り

０
）
で
受
け
付
け
て
い
る
。
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